
遺伝子増幅:
細胞核内における特定遺伝子
の余分なコピーを検出

遺伝子転座: 
染色体間での領域の入れ
替わり（転座）を検出

Break-apart in situ プローブ
Break-apartプローブは、遺伝子融合を引き起こす転座
の局在化を補完的に検出するツールです。このデザイン
は、中期染色体の検出が難しい組織切片や培養細胞にお
いて特に有用です。方法としては、対象となる特定の遺
伝子を挟む2種類のプローブを設計します。一方の領域
は赤色蛍光で標識され、もう一方の領域は緑色蛍光で標
識され、重なった部分は黄色として観察されます。正常
組織では、この2つのシグナルは近接して局在し、融合
したように見えます。一方、転座や再配列が生じている
場合には、シグナルが「分離」し、赤と緑のスポットと
して独立して観察されます。

ヒトがん in situ プローブ

染色体異数性:
染色体数の異常を検出

遺伝子欠失:
染色体の一部が欠失している
ことを検出

正常
融合したシグナル

遺伝子転座
分離したシグナル
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がん研究のためのカスタム in situ ハイブリダイゼーションプローブ

細胞遺伝学(Cytogenomics)は、がんやその他の遺伝的異常の研究および診断において重要な役
割を果たしています。myTagsテクノロジーを活用することで、研究者は血液腫瘍や固形腫瘍を解
析するための強力でカスタマイズ可能な解析ツールを利用することができます。
myTags in situ ハイブリダイゼーション(ISH)プローブは、間期ISH、中期ISH、培養細胞、
FFPE(ホルマリン固定パラフィン包埋)組織など、幅広い用途に対応しています。

myTags in situ プローブは、多様な遺伝子異常を検出するように設計可能です
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TP53遺伝子は、p53腫瘍抑制タンパク質をコードしており、細胞
分裂の制御やゲノム安定性の維持に重要な役割を果たします。HT 
1080細胞の中期染色体および間期核は、TP53遺伝子座を検出す
るmyTags in situプローブ（ATTO 550で標識、赤）と、17番染
色体セントロメアを検出するmyTagsプローブ（ATTO 647Nで標
識、シアン）で標識されています。

転座と血液がんの関連性
バーキットリンパ腫（BL）は、最も侵襲性の高いリンパ腫の
一つで、全てのがんの中でも最も増殖速度が速い腫瘍とされ
ています。MYC遺伝子に関連する特徴的な転座は、8番染色
体と14番染色体の間で起こる t(8;14)(q24;q32) です。この
転座によって、MYC遺伝子が14番染色体上の免疫グロブリン
重鎖遺伝子の制御エレメント近傍に移動します。その結果、
MYCの過剰発現が引き起こされ、BLの発症につながります。

がん関連遺伝子の局在解析を可能にするmyTagsデザイン
myTagsプローブは、研究目的に応じて他のがん標的を局在化できるようにカスタム設計が可能です。

がん研究に合わせて、myTagsを自在にカスタマイズ
myTagsテクノロジーは、高い特異性、安定したハイブリダイゼーション性能、そして研究ニーズに合わせて無限にカ
スタムデザインを行える柔軟性を備えています。myTagsをどのようにカスタマイズし、がん研究のさらなる発展に貢
献できるかをご紹介いたしますので、ぜひご相談ください。

MYC転座の同定におけるmyTagsカスタムプローブの活用
t(8;14) 転座の同定は、myTags in situ プローブを用いたDNA蛍光 in situ ハイブリダイゼーション（FISH）によって
行われます。この検出には3種類のプローブが使用され、MYC遺伝子座を挟む5’上流領域（赤）、3’下流領域（緑）、
およびMYC遺伝子座そのもの（シアン）を識別します。これらのプローブは、バーキットリンパ腫（BL）患者から単離
されたCA-46細胞にハイブリダイズし、t(8;14) 転座を保持していることが確認されました。

myTags ISHプローブによって、CA-46細胞の中期染色体および
間期核におけるMYC break-apart領域とMYC遺伝子座が標識され
ています。5’上流領域を検出するプローブは ATTO 550（赤矢
印）、MYC遺伝子座はATTO 647N（シアン矢印）、3’下流領域は
Alexa 488（緑矢印）で標識されて、赤と緑のシグナルが重なる部
分は黄色として観察されます。一部の領域ではシグナルが重なり、
個々のシグナルの識別が難しくなっています。**は、MYC遺伝子
座とその3’側フランキング領域における t(8;14) 転座の適切な標
識を示し、*は8番染色体上に残存する5’フランキング領域を示し
ています。
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ERBB2がん遺伝子はチロシンキナーゼ受容体HER2（human 
epidermal growth factor receptor 2）をコードしています。ERBB2
遺伝子の変異は過剰発現を引き起こし、細胞増殖の制御破綻を通じて
がんの発症に寄与することが知られています。HT 1080細胞の中期染
色体および間期核は、ERBB2遺伝子標的を検出するmyTags in situプ
ローブ（ATTO 647Nで標識、マゼンタ）により標識されています。
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